
工学系研究科教授会議事要旨 

 

日 時 2022年１月 20日（木）午後２時 32分開会 

 

議題Ａ 

 

１．前回議事要旨確認 

2021年 12月９日の議事要旨（案）を確認し、承認された。 

 

２．フェロー称号授与の件（３件） 

学術戦略室調査担当から、候補者の略歴、交流実績及び功績について説明があり、

投票の結果、工学系研究科フェロー称号授与が承認された。 

 

３．講師採用の件（２件） 

物理工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の結

果、推薦が承認された。 

技術経営戦略学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投

票の結果、推薦が承認された。 

 

４．特任講師兼務（新規）の件 

研究科長から、当該専攻が推薦する候補者が本研究科の講師であることを勘案し、

特例として投票を行わず可否を問うこととしたい旨の提案があり、了承された。次い

で、特任講師兼務（新規）について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

５．工学系研究科附属施設「ナノシステム集積センター」の設置について（資料１） 

研究科長から、資料１に基づき、工学系研究科附属施設「ナノシステム集積センタ

ー」の設置について説明があり、審議の結果、承認された。また、本部との調整過程

における資料修正は、研究科長に一任された。 

 

６．光量子科学研究センターの設置期間更新について（資料２－１～２） 

研究科長から、資料２－１～２に基づき、光量子科学研究センターの設置期間更新

について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

７．2021 年度工学系研究科長表彰受賞者について 

研究科長から、工学系研究科長表彰の趣旨について説明があった。次いで、各副研

究科長から、研究部門、教育部門及び特別部門の受賞者及び選考理由について報告が

あった。 

 

８．その他 

なし。 

以 上 

 



議題Ｂ 

 

１．前回議事要旨確認 

2021年 12月９日の議事要旨（案）を確認し、承認された。 

 

２．准教授採用の件（５件） 

建築学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の結果、

推薦が承認された。 

電気系工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の

結果、推薦が承認された。 

応用化学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の結

果、推薦が承認された。 

化学システム工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、

投票の結果、推薦が承認された。 

化学生命工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票

の結果、推薦が承認された。 

 

３．特定客員大講座特定研究教育領域（電気系工学専攻分属・電気系工学専攻担当）准教

授委嘱に関する件 

電気系工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の

結果、准教授委嘱が承認された。 

 

４．特定客員大講座特定研究教育領域（マテリアル工学専攻分属・マテリアル工学専攻

担当）准教授委嘱に関する件 

マテリアル工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投

票の結果、准教授委嘱が承認された。 

 

５．特定客員大講座特定研究教育領域（原子力国際専攻分属・原子力国際専攻担当）准

教授委嘱に関する件 

原子力国際専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の

結果、准教授委嘱が承認された。 

 

６．任期付き准教授の再任に関する件（２件） 

スピントロニクス学術連携研究教育センター長から、当該センターの対象准教授２

名の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の結果、再任が承認された。 

 

７．特任准教授プロジェクト変更の件 

研究科長から、特任准教授プロジェクト変更について説明があり、審議の結果、承

認された。 

 



８．特任准教授兼務（新規）の件 

研究科長から、現所属社会連携講座の設置期間の更新に伴う特任准教授兼務の更新

であることを勘案し、特例として投票を行わず可否を問うこととしたい旨の提案があ

り、了承された。次いで、特任准教授兼務（新規）について説明があり、審議の結果、

承認された。 

 

９．その他 

なし。 

以 上 

 



議題Ｃ 

 

１．前回議事要旨確認 

2021年 12月９日の議事要旨（案）を確認し、承認された。 

 

２．社会基盤学専攻社会基盤防災リスク管理学講座担当教授に関する件（第２回） 

社会基盤学専攻社会基盤防災リスク管理学講座担当教授について、候補者の推薦が

あり、これを選考するため、５名の選考委員が選出された。 

 

３．マテリアル工学専攻マテリアル機能講座担当教授に関する件（第２回） 

マテリアル工学専攻マテリアル機能講座担当教授について、候補者の推薦があり、

これを選考するため、５名の選考委員が選出された。 

 

４．附属水環境工学研究センター担当教授に関する件（第２回） 

附属水環境工学研究センター担当教授について、候補者の推薦があり、これを選考

するため、５名の選考委員が選出された。 

 

５．建築学専攻「建築生産マネジメント」寄付講座担当特任教授に関する件（第２回） 

建築学専攻「建築生産マネジメント」寄付講座担当特任教授について、候補者の推

薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出された。 

 

６．附属総合研究機構「統合廃炉工学講座」社会連携講座担当特任教授に関する件（第２

回） 

附属総合研究機構「統合廃炉工学講座」社会連携講座担当特任教授について、候補

者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出された。 

 

７．附属人工物工学研究センター「サスティナブルなヒューマンセントリック次世代もの

づくり」社会連携講座担当上席研究員に関する件（第２回） 

附属人工物工学研究センター「サスティナブルなヒューマンセントリック次世代も

のづくり」社会連携講座担当上席研究員について、候補者の推薦があり、これを選考

するため、５名の選考委員が選出された。 

 

８．社会基盤学専攻「福島沿岸地域デザイン研究体講座」プロジェクト担当上席研究員（短

時間）に関する件（第２回） 

社会基盤学専攻「福島沿岸地域デザイン研究体講座」プロジェクト担当上席研究員

（短時間）について、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が

選出された。 

 



９．特定客員大講座特定研究教育領域（社会基盤学専攻分属・社会基盤学専攻担当）教授

委嘱に関する件（第２回） 

特定客員大講座特定研究教育領域（社会基盤学専攻分属・社会基盤学専攻担当）教

授委嘱について、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出

された。 

 

10．特定客員大講座特定研究教育領域（機械工学専攻分属・機械工学専攻担当）教授委嘱

に関する件（第２回）（２件） 

特定客員大講座特定研究教育領域（機械工学専攻分属・機械工学専攻担当）教授委

嘱について、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出され

た。 

 

11．特定客員大講座特定研究教育領域（物理工学専攻分属・物理工学専攻担当）教授委嘱

に関する件（第２回） 

特定客員大講座特定研究教育領域（物理工学専攻分属・物理工学専攻担当）教授委

嘱について、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出され

た。 

 

12．特定客員大講座特定研究教育領域（システム創成学専攻分属・システム創成学専攻担

当）教授委嘱に関する件（第２回）（２件） 

特定客員大講座特定研究教育領域（システム創成学専攻分属・システム創成学専攻

担当）教授委嘱について、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委

員が選出された。 

 

13．非常勤講師客員教授称号付与に関する件（第２回） 

非常勤講師客員教授称号付与について、候補者の推薦があり、これを選考するため、

５名の選考委員が選出された。 

 

14．「環境調和型エネルギーシステム」社会連携講座担当特任教授兼務（新規）の件 

「環境調和型エネルギーシステム」社会連携講座担当特任教授兼務（新規）につい

て、候補者の推薦があり、これを選考するため、５名の選考委員が選出された。 

 

15．航空宇宙工学専攻航空宇宙推進学講座担当教授に関する件（第３回） 

航空宇宙工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票

の結果、推薦が承認された。 

 

16．精密工学専攻人工学講座担当教授に関する件（第３回） 

精密工学専攻長から、候補者の略歴及び研究業績等について説明があり、投票の結

果、推薦が承認された。 

 



17．建築学専攻「建築生産マネジメント」寄付講座担当特任教授に関する件（第３回） 

研究科長から、現所属講座の設置期間の更新に伴う特任教授の再採用であることを

勘案し、特例として投票を行わず可否を問うこととしたい旨の提案があり、了承され

た。次いで、特任教授採用について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

18．特任教授兼務（新規）の件（６件） 

研究科長から、現所属社会連携講座又は寄付講座の設置期間の更新に伴う兼務の更

新であること、又は当該専攻が推薦する候補者が本研究科の教授であることを勘案し、

特例として投票を行わず可否を問うこととしたい旨の提案があり、了承された。次い

で、特任教授兼務（新規）について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

19．クロス・アポイントメント制度適用者の適用期間延長等の件（２件） 

研究科長から、クロス・アポイントメント制度適用者の適用期間延長等について説

明があり、審議の結果、承認された。 

 

20．学内クロス・アポイントメント制度適用の件 

研究科長から、学内クロス・アポイントメント制度適用について説明があり、審議

の結果、承認された。 

 

21．部局内クロス・アポイントメント制度適用の件（５件） 

研究科長から、部局内クロス・アポイントメント制度適用について説明があり、審

議の結果、承認された。 

 

22．その他 

なし。 

以 上 


